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名古屋山歩会 春合宿報告 八甲田山

名古屋山歩会は会員数の減少と高齢化で合宿などが組みにくくなっています。そんな中で元気

なのがリタイア組。その特権を生かして、平日に安く、空いている山に出かけています。

この春山もＧＷ前の八甲田山へ久しぶりの山スキーを計画しました。メンバーは私(渡辺)とヨー

ロッパアルプスオートルートなどの経験はあるが久々のＫ夫妻の３人です。

（次頁につづく）
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遭対部

教育部

自然保護部

女性部

各会の春山合宿報告（名古屋山歩会、東三河山ぽ会）

5 月 12 日（金）55 期遭対春山合宿報告会の報告

4/27(木) 第 2 回教育担当者会議を開きました

第 2 回 第 3 回清掃登山実行委員会の報告

女性部だより

2023 あいち平和行進に参加しましょう。

全国連盟からのアピールです（2 件）
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（表紙からのつづき）

４月 18日、ＦＤＡの空路などで青森空港に集合、弘前城の桜を観光してホテル城ヶ倉泊。酸ヶ

湯の手前にあり、山スキーのガイドツアーも行っているホテルに連泊です。

19日、久しぶりの山スキーメンバーもいるので、まずは足慣らしでホテルのツアースキーへ。

八甲田ロープウエイで
た も や ち

田茂萢岳山頂(1306m)へ。しかしこの日はガスで見通しが悪く、予定の
ほうきばたい

箒場岱ルートから半日の短い銅像ルートに変更となりました。山頂から一滑りして前嶽コルへ登

り返し、重い新雪でスキー操作を思い出すのに苦労しました。コルからは快適な滑降コースをガ

イドさんに従って滑り降り、お昼でツアー終了しました。おかげで、山スキーの感覚を取り戻し、

雪の状態も確認できました。

翌 20日は八甲田大岳(1585m)へ。田茂萢岳山頂から宮様ルート上部を滑り、大岳避難小屋まで

はシール登行、ここでアイゼンに履き替えて大岳山頂へ。山頂は強風でしたが、岩木山など周囲

の山を見渡すことができました。避難小屋に戻り、スキー滑降開始、と行きたかったのですが、

予定した大岳環状ルートはブッシュがひどく進めません。そこで登ってきた宮様ルート方面に滑

りはじめましたが、標識や下降のトレースが見つからず、上
け な し た い

毛無岱の湿原から中央ルートに向か

いました。

そこにも標識等はなく、左寄りに酸ヶ湯を目指しましたが、雪が割れた沢にぶつかったため、

上毛無岱に戻りました。ここから下毛無岱への段差はブッシュがひどくて降り口が見つかりませ

ん。そこでＧＰＳで現在位置を確認し、夏道を探すと下毛無岱への切り開きが見つかりました。下毛無岱

の端まで来ると城ヶ倉温泉ルートの標識がありましたが、このルートは事前に｢沢が出ているので不可｣と

の情報があったので、夏道の位置を確認しながら酸ヶ湯に向かうと、温泉の直前になって標識や竹竿が

現れ、酸ヶ湯に下山しましたが予定より時間を要しました。

ホテルに帰ってガイドさんに聞くと、｢大岳環状ルートは４月にはブッシュで通れなくなる。宮

様ルートの標識の竹竿は３月に建てたが、雪解けが早く倒れてしまったようだ｣とのこと。雪の状

態など変化の大きな時期なので事前情報の重要性を再認識しました。

＊20日大岳行動記録 9:30 山頂駅発、12:00 避難小屋、13:00 大岳山頂、14:00 避難小屋

17:20 酸ヶ湯

（渡辺伸雄）

東三河山ぽ会 春山合宿 丹沢山系

<富士を臨む豆桜・小岩桜満開のトレイル縦走>
戸田典孝

4 月 22 日（土）豊川駅東 P[4:30]発==JR 松田駅 P==寄（やどりき）登山口…鍋割山…塔ノ岳

4 月 23 日（日）塔ノ岳（尊仏山荘）…丹沢山…蛭ヶ岳…檜洞丸（青ヶ岳山荘）

4 月 24 日（月）檜洞丸…犬越路…大室山山腹（リターン）…犬越路…西丹沢ビジﾀ-ｾﾝﾀ

==JR 松田駅 P==山北町営（さくらの湯）==東名高速==豊川駅東 P 「[20:40]解散

山ぽ会入会 2 年、通算５度目の合宿参加です。メンバーに不足無く（キャラ立ち良好！？（笑））

各自縦走合宿への意気込み半端無く、10kg ザックで２回の歩荷訓練（弓張山地 14ｋｍ縦走、県民

の森外周尾根 12ｋｍ）等、合宿前に自分の身体がへたる寸前でした（苦笑）ザバスなるプロティ

ン、アミノバイタルをドーピング。ネット通販のニーパッドと大腿四頭筋にテーピングを施し、

出発 3 日前から炭水化物を通常の 1.5 倍量食して（グリコーゲン?貯蔵）、舎利バテ、足痙りを克

服する事が出来ました☆（亀ペース（コースタイム✕1.5 倍）だったのは内緒ですヨ�！！）

3 日間通し曇天（ときおり薄日）模様ながらも奇跡的に 3 日間一滴も降られなかったのは、東

三河山ぽ会自然保護部、稀有の晴れ女神（O女史）同行のたまもの❤ 道中あらゆる箇所で、小岩

桜、豆桜に癒やされながらの山行でした。山行計画も過去の会の先輩の報告書を参考に、春合宿

計画検討会（リーダー、サブリーダー会）でのアドバイスも得ながら（後半バテてタイムアップ

になっても良いように各所にエスケープ路の設定があったのも良配慮でした。さぁお次は来る夏
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合宿に向けて計画的に体力アップ（スタミナ向上）していこう（かな!?）w

24 日犬越路先大山中腹から富士山� 鍋割山荘名物�鍋焼うどん

¥1500-長蛇の行列で断念…

山行データ：

22 日 距離 9.3km、 歩行 7h、 累積標高 1800m

23 日 10km、 8.5h、 2250m

24 日 10.5km、 7h、 2100m

丹沢パーティーメンバーの声

【H.弘子さん】

山ぽ会入会後初めての合宿、事前訓練で私でも大丈夫とのお言葉にのせられ参加させて頂きま

したが、さすがに 11 キロのリュックを背負っての 3 日間の縦走山行は大変でした。しかし雪をか

ぶった雄大な富士山の景色や初めて見る花々、ヒヤヒヤはらはらのルートでワクワクどきどきの

素晴らしい経験をさせて頂きました。また，戸田節の BGM、リュックの重さに耐えかね肩・頭が

痛くなった時、富士美さんに頂いた薬かかと加藤さんに頂いたサロンパスで乗り切り、早苗さん

には花々の名前とグループ山行の心得をいろいろ教えていただけ皆さんに本当に感謝しています。

次の山行が楽しみです。ありがとうございました。

【Ｏ.早苗さん】

富士山を眺めながらの縦走を期待して、丹沢合宿に参加しました。青空ではありませんでした

が、眼前に迫る富士山とピンクの花びらが可愛らしい満開のマメザクラやコイワザクラなど沢山

のお花を見ながらの山行はとても楽しく、稜線でのパノラマ展望にもワクワクしました。また今

回は５人と少人数ということもあり、コミュニケーションをしっかり取りながら、また励まし合

いながら山行を達成することができて本当に良かったと思います。私の山の楽しい思い出が一つ

増えました。 ご一緒していただいた皆さんに感謝です。

【K.博康さん】

3 日間の縦走が初めてあるいは久しぶりというメンバー構成なので、後半のエスケープルート

が多いコースで良かった。山行 2 日間の実績と山小屋管理人からの情報を加味し、最終日の予定

を修正して無理せず引き返し案を採用して正解だった。多くのご意見にも助けられました。花と

山登りの充実感から言って、丹沢山系を楽しむなら、蛭ケ岳と檜洞丸は外せないと言いたい。

【K.富士美さん】

まずは、無事に笑顔で下山出来たことに感謝です。お互いの調子を確認し翌日のコースタイム

やルートを臨機応変に練り直しながら進めたことは、大きな経験になりました。

山で出会った人・お花たち、一期一会の眺望、山小屋の温かいご飯に気持ちの良い布団、そして

下山後のウォシュレットトイレ、サイコー。３日間を共にしてくれた皆さん、ありがとー！還暦

を過ぎても感動と成長を与えてくれる山と山の仲間に感謝です。

パーティー:L：(ブログ)K.富士美、SL（渉外、装備)K.博康、(記録)O.早苗、(会計)H.弘子、(会

報)T.典孝
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遭対部 5 月 12 日（金）55 期遭対春山合宿報告会の報告

2023年 5 月 12日（金）県連事務所で 19：30より、遭対春山合宿報告会議を開き、8 山岳会 13
名が参加しました。【参加者】 樋江井・神崎（若駒）、渡辺（山歩会）、大谷（じねんじょ）、

小栗・細江・洞井（半田）、夏梅（同志会）、堀（ASC）、森（東三河）、坂木・井上・佐藤（あ

つた）

1.合宿報告

山 岳 会 山 域 コ ー ス 日 程 人

数

名 古屋 山 歩

会

A 八甲田山

山スキー

八甲田ロープウェイ山頂駅～前嶽のコル～銅像茶屋

八甲田ロープウェイ山頂駅～大岳避難小屋～八甲田

大岳～毛無岱湿原～酸ヶ湯

4/18 ～

20
3

B 笹ヶ峰・伊

予富士

旧寒風山トンネル南口Ⓟ～寒風山～笹ヶ峰～丸山荘

～笹ヶ峰～伊予富士～旧寒風山トンネル南口Ⓟ

5/1～3 2

C 白馬鑓ヶ岳 猿倉～小日向のコル（BC）～小日向山往復

（BC）～稜線～（BC）～猿倉

5/1～3 1

東 三河 山ぽ

会

A 丹沢山 寄自然休養林～5月 12日（金）春山合宿報告会議鍋

割山～塔ノ岳～丹沢山～檜洞丸～加入道山～西丹沢

自然教室

4/22 ～

24
5

B 武尊山 高手登山口～西峰～剣ヶ峰山～西峰～高手登山口 4/28 ～

29
4

C 火打山 笹ヶ峰牧場～高谷池ヒュッテ～火打山下 2350ｍ地点

～高谷池ヒュッテ～笹ヶ峰牧場

5/3～5 5

Ⅾ 火打山 笹ヶ峰牧場～高谷池～火打山～高谷池～笹ヶ峰牧場 5/3～4 3
E 飯縄山 飯縄山登山口～飯縄神社～飯縄山～飯縄神社～飯縄

山登山口

5/5 3

F 阿蘇山・祖

母山・久住

山

砂千里登山口～高岳～砂千里登山口・祖母山上原登

山口～祖母山～祖母山上原登山口・牧ノ戸峠Ⓟ～久

住山～牧ノ戸峠Ⓟ

5/3～6 7

半 田フ ァ ミ

リー山の会

南伊豆 石廊崎オーシャンパー （ 石廊崎）～中木～入

間キャンプ村

4/29 ～

30
15

北アルプス

燕岳

中房温泉～合戦小屋～燕山荘～燕岳～燕山荘～合戦

小屋～中房温泉

4/29 5

じ ねん じ ょ

山の会

北アルプス

爺ヶ岳

柏原新道登山口～ジャンクションピーク～爺ヶ岳～

ジャンクションピーク～柏原新道登山口

4/29 4

名 古屋 山 岳

同志会

北アルプス

鹿島槍ヶ岳

扇沢～南尾根分岐～JP～冷池山荘テント場～鹿島槍

ヶ岳（南峰・北峰）～冷池山荘テント場～JP～扇沢

5/3～5 3

名 古屋 山 岳

同志会

立山

別山・雄山

室堂～雷鳥沢キャンプ場～剣御前小屋～別山～剣御

前小屋～雷鳥沢キャンプ場～室堂

5/3～5 10

あつた 鈴鹿セブン

縦走

大貝戸登山口～藤原岳～竜ヶ岳～釈迦ヶ岳～雨乞岳

～御在所岳～鎌ヶ岳～水沢岳～入道岳～椿大社

5/3～5 7

報告された合宿は 7 山岳会 15 パーティが取り組まれ、、若駒、ありんこ、東三河の 3 パーティが

中止になりました。
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前半の計画は、29日に悪天が予想され泊りをやめ、日帰りの計画が多かった。

八甲田では、ルートファインディングが難しく、スマホの GPSで確認した。また、雪解けが早く、

事前の情報収集が大切。雪解けが早く爺ヶ岳でも少なかった

立山の計画で連絡会議で指摘された意見で、出発時間を変更したり、ビーコンを持って行ったが、

出発も早く出来、ビーコンを持って行ったので安心だった。

鈴鹿縦走では、持って行った浄水器 4個中 3個がフィルター詰まりがあり、事前の洗浄が必要か？

春山合宿も終わり夏山に向け、県連遭対部では、6月には救助訓練、講習会を行います。

合宿トレーニングの中に入れていただき、多くの会員の参加をお待ちしています。

2.事故報告

1.事故報告

NO.1 【東三河】下山中、やや歩きにくい下り坂で石車に乗り前のめりに転倒。左ひざを打った。

【事故発生日時】2022年 4月 13日（土）13時 15 分頃【山名・山域】東山・弓張山地【事故者】

男性 68才【受傷の程度】左膝外側靭帯損傷【事故の概要】平日トレーニング山行「東山」より

下山中、やや歩きにくい下り坂で石車に乗り前のめりに転倒左ひざを打つ。その場はそのまま下

山。翌日、左膝外側に痛みがあり通院した。

▲反省・指摘など 同じ人が何度も事故を起こしている、何が原因を調べることが必要。

※他にクライミングでの事故（4/22）、転倒による骨折事故（5/4）がありました。

この 2 件については 6 月 2 日の遭対担当者会議で報告があります。コロナが 5 類に替わ

り、登山者も多くなります。計画、行動に十分注意して登山をお願いします。

教育部 4/27(木) 第 2 回教育担当者会議を開きました

日 時：4 月 27 日（木）19 時 30 分～ （zoom 会議で実施）

参加者：くらら（吉田）、あつた（坂木）、かわせみ（野村）、犬山マップ（日比野）、

みどり（兼子）、同志会（樋口）、ありんこ（榊原） 計 7山岳会 7 名

(1)前回議事録の確認

前回議事録を確認しました。

(2)4/9 交流山行の報告

・庵座の滝から一般道へ復帰する際のヒヤリハット事例の反省・分析がよかった。

・参加者が 15 名だったので、パーティーを３つくらいに分けた方がよかった。

との意見が出され、秋の交流山行に反映していくこととなりました。

(3)今後の活動の確認等

①県連行事への参加呼びかけ

遭対部から実技の日程が周知されました。また、公開講座及び山筋ゴーゴー体操の取組みも

追加してお知らせしました。各会員へ参加の呼びかけをお願いしました。

3/25～一般登山講座（組織部） 4/2～ 登山学校（コーチ会議）

6/3 公開講座（組織部） 6/5 確保技術講習会(机上)（遭対部）

6/12 無雪期救助訓練(机上)（遭対部） 6/18 確保技術講習会(実技)（遭対部）

6/24 救急救命法講習会（遭対部） 6/25 無雪期救助訓練(実技)（遭対部）

6/25 山筋ゴーゴー体操（女性部）

②各会の一般登山講座の紹介

・じねんじょ山の会、半田ファミリー山の会の取組みの紹介。

各会の教育活動と会員拡大に役立てて下さいと、上記２山岳会の取組みが紹介されました。

③秋・冬の交流山行について

たたき台（山域・コース等）が出されました。次回の担当者会議で秋の交流山行について議
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論することとなりました。

④夏山合宿にむけてのトレーニング山行・学習会の紹介

各会が夏山合宿にむけてどのように取り組んでいくか紹介し合いました。

(4)次回の第 3 回教育担当者会議を 2023 年 5 月 25 日（木）に 19 時 30 分より zoom 会議で実施し

ますので、各会から奮って参加をお願いします。

自然保護部 第 2 回清掃登山実行委員会の報告

（第 1回清掃登山実行委員会中止にしました）

2023年 4月 18日（火）19時 30分から、第 2回自然保護担当者会議を開きました。10山岳会 14
名が参加しました。【出席者】浅野（ASC）、山本（みどり）、太田・水野（春日井）、藤井（若

駒）、吉田・大倉（くらら）、二村・佐藤（あつた）、【WEB 出席者】苅谷・高津（ふわく）、

白水（かわせみ）、山田（同志会）、鈴木（東三河）

内容：今回の各会清掃登山山域（4/18時点）を報告しました。

御在所岳：若駒、同志会、あつた、東三河

藤原岳：ASC、東三河、犬山、くらら、ありんこ、ふわく、春日井峠

自治体交渉について：三重県庁電話とメール、菰野町 4/17訪問しました。いなべ市 4/21日訪問予

定

ゴミ回収場所：御在所岳は湯の山パーキングセンターにて行うが、パーキングセンターが駐車場

を辞めたので、菰野町観光協会に訪問して、5台分のスペースを借りることが出来た。

いなべ市 4/21日訪問して、スタッフ用駐車場を、観光駐車場近くの西藤原小学校職員駐車場を借

りることができました。ゴミの回収場所は、大貝戸登山口小屋前。

第 3 回清掃登山実行委員会の報告

2023年 5月 9日（火）19時 30分から、第 3回自然

保護担当者会議を開きました。7山岳会 10 名が参加

しました。【出席者】山本（みどり）、太田・水野（春

日井）、藤井（若駒）、中井・佐藤（あつた）、【ZOOM
出席者】苅谷・高津（ふわく）、山田（同志会）、、

大倉（くらら）

内容：各会清掃登山参加山域状況

御在所岳：若駒、同志会、あつた、東三河、半田、東

海 かわせみ（7山岳会）

藤原岳： ASC、東三河、犬山、くらら、ありんこ、

ふわく、春日井峠、じねんじょ、スルジェ（9山岳会）。

リーフレット進行状況：三重県・いなべ市・菰野町メ

ッセージは 5月 12日までにそろう。リーフレットを

印刷会社に発注する。23 日の清掃登山実行委員会ま

でに完成予定。

清掃登山ポスター：5月 12日に完成予定

御在所岳・藤原岳のスケジュール：各会役割分担など

を話し合い、あと 2回の実行委員会で引き続き話し決

定する。

清掃登山実行委員会予定 5/23（火）5/30（火）。
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女性部 女性部だより

５月 11 日（木）県連事務所において女性部会を開催いたしました。出席：稲垣（みどり）、田

中（若駒）、木村（あつた）、河村（春日井峠）、廣田（同志会）の５山岳会５名。

・山筋肉ゴーゴー体操について 内容、細部の確認をしました。

「山筋ゴーゴー体操講習会」延期のお知らせ

コロナ禍で弱った筋肉を鍛えて快適な登山、怪我予防のために、女性部では「山筋ゴーゴー体

操」講習会を開催予定でしたが、諸事情により延期することになりました。６月 25日の「山筋ゴ

ーゴー体操」はありません。急な変更で誠に申し訳なくお詫びいたします。開催日時が決まり次

第、おって「労山愛知」等でお知らせいたします。

2023 あいち平和行進に参加しましょう。

5月 6日東京・夢の島を出発し広島、長崎に向けて 2023年原水爆禁止国民平和大行進が開始さ

れました。愛知県には 5月 31日静岡県湖西市湖西西部公民館前広場で静岡県より引継ぎ、6月 11
日各務原市民プール第 2駐車場にて岐阜県に引き継ぎます。労山は東京より労山旗を引き継ぎな

がら平和行進に参加します。

平和行進は 1958年に始まり、今年は 66回目を迎えます。第 1回には 10万人が参加し、核兵器

廃絶と平和を守り大きな世論を築きました。全国労山では 1985年兵庫労山が国民平和大行進に取

り組み、1986年には全国的に国民平和大行進に取り組むようになりました。1987年には東京～長

崎に延べ 603名が参加し、「平和あっての登山」として引き継がれてきました。※1

2023年平和行進のスローガンは、

◇日本政府は、核兵器禁止条約に参加せよ！

◇ストップ大増税！軍事費を削っていのちと暮らしを守ろう！

◇9条改憲ノー！ 憲法を生かした外交で平和を守ろう！

◇原発再稼働反対！原発ゼロを実現しよう！自然エネルギーに転換を！

◇原水爆禁止 2023年世界大会を成功させよう！――など 11項目からなります。※2
核兵器禁止条約は 2017年 7月 7日に国際連合総会で国連加盟国の６割を超える 122ヶ国の賛成

により採択され、批准した国が 50ヶ国を超えて 2021年 1月 22日に発効しました。この条約は「核

兵器の非人道性」を根拠に、核兵器の開発、製造、保有、使用、使用の威嚇などを禁じる初めて

の条約です。締約国は 68ヶ国、署名国は 2023年１月９日新たにジブチが署名して 92ヶ国になり

ました。※3
被爆国としての日本の一日も早い批准が求められています。

5年間で 43兆円の防衛費拡大が言われ、その財源としての大増税や、少子化対策の遅れなど国

民生活への影響が懸念されています。

東日本大震災による福島第一原発の事故のため多くの国民が避難を余儀なくされ、40年かかる

とされている廃炉作業は莫大な費用が掛かる他その見通しも立っていません。同じ災禍を繰り返

さない為にも、また地球温暖化防止の為にも、自然エネルギーへの転換が求められています。
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“愛知では、かつて市民生協を中心として取り組んだ市民平和行進と国民平和大行進を統一して

結び、一緒に歩くためにできた「あいち平和行進共同連絡会」(1995年スタート)が母体になり、

「あいち平和行進」(2001年～)として全国の平和行進の一環で愛知県内を歩きます。”※4

コロナ禍により行進は中断していましたが、今年は 4年ぶりに開始されています。愛知県連で

は 5月 31日湖西市より 6月 11日各務原市までの継続を目指します。各会に於かれては地元の計

画の情報を得て、各地域で参加し全コースをつなげるよう呼びかけます。

また、県連理事会に参加状況の報告をお願いします。

※1 日本勤労者山岳連盟「労山の 60年」参照。

※2 2023年原水爆禁止国民平和大行進実施要綱より

※3 広島市の HP参照。

※4 あいち平和行進 2023 HP参照。

全国連盟からのアピールです（2 件）

第 50 回全国一斉の清掃登山・クリーンハイク アピール

2023 年６月 日本勤労者山岳連盟 自然保護委員会

私たち労山会員は、美しい山岳自然や貴重な山岳の植物を守り、登山文化を広げていく使命が

あります。そのために、山を汚さず、ゴミは必ず持ち帰ることとしています。 また、ふるさとの

山をいつまでもきれいにする目的で、1974 年から全国一斉の清掃登山（クリーンハイク）を実施

して今年で 50 回を迎えます。昨年のクリーンハイクにおいては 20 地方連盟の 212 の会の

2,814 名が参加して、全体で 2,194kg のゴミを回収しました。 このような活動をこれからも続け

ていくために、私たちは下記の項目を守り、これからも 美しいふるさとの山を守っていきます。

記

１．ゴミはすべて必ず家まで持ち帰りましょう。

２．全国一斉のクリーンハイク等に積極的に参加して、地元の登山道周辺の清掃に努め、山を傷

つけず汚さず、登山者のモラルを高めましょう。

３．山での許可を得ない植物の採取は、法律に違反しています。また、登山道から離れて貴重な

植物群落に足を踏み入れることも自然環境破壊につながるのでやめましょう。

４．山でのトイレは、多くの人が自然の中で行えば自然への大きな負荷となります。トイレは必

ず、登山口の周辺と山小屋等で済ませるようにしましょう。 山小屋や山岳トイレがない場合は、

携帯トイレを使用するなどして山岳環境に負荷をかけないようにしましょう。

５．特定の山やコースへの集中を避け、なるべく少人数で行動して登山道への負荷を減少させま

しょう。

６．山岳の自然環境を破壊するような開発等にも関心を持ち、情報共有をして山の自然を守って

いきましょう。
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ＧＷ連休の登山事故防止の取り組みについて、緊急アピール!

登山の基本を見直し、慎重な行動を心がけましょう!
2023 年４月 25 日 日本勤労者山岳連盟・遭難対策部

最近の登山をめぐる状況は、コロナ感染の状況も落ち着いてきて、山行活動が活発になっていま

す。低山ハイキングの範囲から、3000m 級アルプスの登山活動も増加傾向です。 更に登攀や沢

登りなどロープを使用する山行も急増しています。すでに、今年の積雪期 登山を含めた死亡事故

は、３名となり各地方からは重大重症事故の報告も届いています。

４月から５月の連休期間に遭難事故が懸念されます。全国連盟遭難対策部は、以下のことに協

力をお願いします。登山の基本技術を見直し慎重な行動を心がけ、自身の登山力量を再度確認し

て万全の計画を立てて山に出かけてください。

一人ひとり、もう一度安全のために次のチェックポイントを再確認しよう！

・下山時の転倒事故が増加し発生しています。日頃からの脚力強化の運動を心がける事と下山時

には登りの筋肉疲労が下りに現れる事を意識し、より慎重な行動を心がけてください。

・登攀（室内ジム含む）事故が急増しています。グランドフォールも発生しています。基本技術

が足りなかった事が大きな原因です。日頃からの相互チェック、目で見て・ 指さし確認、お互い

に声掛けをする等の確認を徹底して下さい。

・現在（４月 20 日）まで３件３名の死亡事故が発生しています。各地方では重大重症事故が（調

査中の事故も含）連続して発生しました。墜落・転落・滑落事故よる事例が、10 件 10 名。２名

の死亡者を含めて何れも骨折や靭帯断裂の重症事故に繋がっています。登攀や沢登りでの登山は、

特に計画段階から自身の力量を十分に検討し無理の無いルートを選定して下さい。

・この数年、重大事故の多くが「認知のゆがみ」による要因（自身の登山力量を過信したりする）

で発生しています。最近の事故事例からは、天候の状況悪化や、道を間違 えた場合も「何とかな

る」「大丈夫だ」と最悪の状況を想定しない行動「思いこみ」が 見受けられます。一歩立ち止ま

って、この判断が正しいのか、安全第一を考えるのであれば、行動の中止や場合によっては引き

返すことも必要です。

天候に恵まれ、楽しい登山を行うためにも、安全第一の行動をお願い致します。

ご意見、ご要望・投稿・写真などはメール、または県連事務所あてに郵送してください。

http://aichirousan.web.fc2.com/ e-mail:aichirousan@gmail.com

【編集後記】 労山愛知の 500 号に、「次の 100 号はどんな風に変わっていくのだろう」というような一文を書

いたような記憶があります。今号はその記念すべき 600 号。予想通り、この 9 年の間にはいろいろと様変わ

りもありました。印刷屋さんに出して紙で配っていたのが、データでの配信になったとか、ページ数が毎号 8

ページだったのが、最近は平均して12ページぐらいに増えたとか。でも、まさか自分が編集を担当している

とは、夢にも予想していませんでした・・・。 （事務局 井土）
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Schedule 2023
6 月 7 月 8 月

1 木 組織担当者会議③ 1 土 1 火

2 金 遭対担当➁ 2 日 2 水

3 土 一般講座⑧ 3 月 3 木

4 日 清掃登山 4 火 4 金

5 月 確保技術（机上） 5 水 5 土

6 火 6 木 女性部部会⑤ 6 日

7 水 7 金 夏山合宿連絡会議 7 月

8 木 8 土
登山学校 MC

全国救助技術交流集会
8 火

9 金 9 日
登山学校 MC

全国救助技術交流集会
9 水

10 土 全国組織担当者会議 10 月 10 木 組織担当者会議⑤

11 日
登山学校 C

全国組織担当者会議
11 火 11 金 (山の日)

12 月 無雪期救助（机上） 12 水 12 土

13 火 13 木 組織担当者会議④ 13 日

14 水 14 金 自然保護担当➁ 14 月

15 木 理事会⑤女性部部会④ 15 土 15 火

16 金 16 日 16 水

17 土 17 月
(海の日)全国自然

保護担当者会議
17 木

18 日 登山学校 MC 18 火
全国自然保護

担当者会議
18 金

19 月 登山学校理論 19 水 19 土 登山学校 M

20 火 20 木 理事会⑥ 20 日 登山学校C

21 水 21 金 21 月

22 木 教育担当者会議④ 22 土 22 火

23 金 23 日 23 水

24 土 救急救命法 24 月 24 木
全国理事会

教育担当者会議⑤

25 日 登山学校MC 25 火 25 金 夏山合宿報告会議

26 月 登山学校理論 26 水 26 土 登山学校M

27 火 27 木 全国理事会 27 日 登山学校M

28 水 28 金 28 月

29 木 全国理事会 29 土 29 火

30 金 30 日 30 水

31 月 31 木 理事会⑦


